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はじめに

�本市の下水道事業は、令和元年度に公営企業会計へ移⾏しました
毎年、おもに次の財務諸表を作成し、公表しています
損益計算書
貸借対照表
キャッシュ・フロー計算書

�ここでは令和４年度逗子市下水道事業会計決算書などから、本市
の下水道事業の財政状況をわかりやすくご説明します
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収益的収支と資本的収支について
公営企業会計では、
損益にかかわる取引（収益的収支）と
投資にかかわる取引（資本的収支）を明確に区別しています

•収益的収⼊・・・下水道使⽤料など

•収益的支出・・・⼈件費、光熱水費、支払利息など

収益的取引

•資本的収⼊・・・企業債など

•資本的支出・・・建設改良費、企業債の償還元⾦など

資本的取引
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おもに下水道施設を維持、管理するための取引

おもに下水道施設を整備、改築するための取引

損益計算書で
収支を把握

決算報告書で
収支を把握



損益計算書について

出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関する
マニュアル（平成31年３⽉改訂版）」

損益計算書からは、下水道施設を
維持・管理するために
どのような経営活動を⾏い
どのような成績だったのが
わかります

過去の経営を分析し、将来の
⽅針に役⽴てることが
できます
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営業収益
（963,619）

営業費⽤
（1,746,540）

営業損失
（-782,921）

損益計算書を⾒てみよう
通常の業務活動の成績は、782,921千円の営業損失となりました
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項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

維持管理などに
かかる費⽤ 725,503 下水道使⽤料 734,941

減価償却費 1,019,407 ⾬水処理負担⾦ 227,969

その他 1,630 その他 709

営業費用 1,746,540 営業収益 963,619

プラスなら営業利益
マイナスなら営業損失

になります



営業損失
（-782,921）

営業外収益
（775,497）

営業外費⽤
（35,272）

経常損益
（-42,696）

損益計算書を⾒てみよう
営業損失と資⾦調達にかかる収支などを⾜した、最終的な経営の成績は
42,696千円の純損失（赤字）でした

経常損益とは本業以外の収支も含めた成績のこと
令和４年度は突発的な損益（特別損益）がなかったので
経常損失がそのまま令和４年度の純損失になります
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項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

支払利息 24,191 他会計補助⾦ 275,712

その他 11,081 その他 499,785

営業外費用 35,272 営業外収益 775,497

プラスなら経常利益
マイナスなら経常損失

になります



資本的収支について

項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）

建設にかかる費⽤ 1,537,189 企業債借⼊ 1,145,800

固定資産購⼊費 1,606 他会計補助⾦ 44,927

企業債償還⾦ 350,385 国や県からの補助⾦ 434,512

資本的支出 1,889,180 資本的収入 1,625,239

資本的収支とは下水道施設を整備、改築するための取引のことで
決算報告書に載せています
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資本的収⼊と資本的支出との不⾜分については補てん財源
（減価償却費など現⾦の支出をともなわない費⽤等）をあてています



≪貸借対照表のイメージ≫

負債
企業債などの固定負債
未払⾦などの流動負債

資本
資本⾦

利益剰余⾦

資産

建物、⾞両などの固定資産
現⾦などの流動資産

保有する
財産

返済義務の
ある資⾦

返済義務の
ない資⾦

負債と資本で資⾦調達し、資産を形成
資産＝負債+資本になります
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貸借対照表について
貸借対照表とはその時点での資産や負債を表示するもの



貸借対照表について

出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関するマニュアル（平成31年３⽉改訂版）」

貸借対照表からは
どのような資⾦調達を⾏い
どのような資産を得ている
かがわかります
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貸借対照表を⾒てみよう

項目 ⾦額（千円） 項目 ⾦額（千円）
有形固定資産 14,250,683 企業債 3,121,949

固定資産の合計 14,250,683 固定負債の合計 3,121,949

現⾦ 321,332
１年以内に返済する
企業債 289,390

未収⾦ 237,504 未払⾦ 175,240

流動資産の合計 558,836 その他 7,520

流動負債の合計 472,150

繰延収益の合計 6,253,870

負債の部 合計 9,847,969

資本の部 合計 4,961,550

資産の部 合計 14,809,519 負債・資本の部 合計 14,809,519

11 資産を形成するための財源が負債と資本であり、
資産＝負債+資本になります



出典︓総務省「地⽅公営企業法の適⽤に関するマニュアル
（平成31年３⽉改訂版）」

キャッシュ・フロー計算書
とは資⾦の収支状況を活動
別に表示するもので、
現⾦の収⼊・支出について
把握することができます
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キャッシュ・フロー計算書について



キャッシュ・フロー計算書を⾒てみよう
13

項目 ⾦額（千円）
当年度純損失 ‐42,696

減価償却費 1,019,407

その他 ‐567,813

支払利息 ‐24,191

業務活動によるキャッシュ・フロー 384,707

有形固定資産の取得による支出 ‐1,692,674

国庫補助⾦などによる収⼊ 443,584

投資活動によるキャッシュ・フロー ‐1,249,090

企業債の借⼊による収⼊ 1,145,800

企業債の償還による支出 - 350,385

財務活動によるキャッシュ・フロー 795,415

資⾦増加（マイナスは減少）額 - 68,968

業務、財務活動によるキャッシュ・フローはプラスでしたが、投資活動によ
るキャッシュ・フローはマイナスでした



キャッシュ・フロー計算書の読み⽅の例
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業務活動 投資活動 財務活動 読み方

パターン① プラス マイナス マイナス
本業の現⾦出納はおおむね良好
借⾦を返済しつつ投資も⾏っている
ことが想定される

パターン② プラス マイナス プラス
本業の現⾦出納はおおむね良好
投資の財源を借⾦に依存しているこ
とが想定される

パターン③ マイナス マイナス プラス
本業の現⾦出納が厳しい
⽇常の資⾦繰りも借⾦に依存してい
ることが想定される

業務活動 投資活動 財務活動 資⾦増加額

384,707 ‐1,249,090 795,415 - 68,968

≪令和４年度のキャッシュ・フロー≫

≪読み⽅の例≫

令和４年度はここでした



経営指標について
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�経営の現状および課題を把握するために、ほかの団体と比較可能な
「経営分析比較表」を作成しています

�≪経営分析比較表のおもな指標≫
●経常収支比率 ●有形固定資産減価償却率
●流動比率 ●汚水処理原価
●経費回収率

※なお、類似団体とは総務省が公表しているもので、本市は以下の区分に該当します

（令和４年度末時点）

処理区域内⼈⼝ 処理区域内
⼈⼝密度 供用開始後年数 同規模団体数

３万⼈以上
10万⼈未満

50⼈/ha以上
75⼈/ha未満 30年以上 63
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●経営指標〜経常収支比率〜
�使⽤料収⼊や⼀般会計からの繰⼊⾦等の収益で、維持管理費や
支払利息などの費⽤をどの程度まかなえているかを表す指標

� 100％を下回ると単年度の収支が赤字であり、経営改善に向けた
取り組みが必要になると考えられます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

逗子市 93.32％ 94.94％ 94.95％ 97.60％

類似団体
平均値 106.32％ 106.67％ 106.90％ 106.74％

令和４年７⽉に
下水道使⽤料の改定
を⾏ったため改善が
⾒られました
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●経営指標〜有形固定資産減価償却率〜

�有形固定資産の⽼朽化度合いを表す指標で、数値が⾼いほど
法定耐⽤年数（50年）に近い資産が多いことを示す

�将来の施設の改築（更新・⻑寿命化）などの必要性を推測する
ことができます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

逗子市 7.90％ 15.54％ 21.44％ 25.02％

類似団体
平均値 21.22％ 23.25％ 25.20％ 27.42％

供⽤開始から50年が
経過したことから、
管渠の⽼朽化が進ん

でいます



18
●経営指標〜流動比率〜

�短期的な債務に対する支払能⼒を表す指標
� 100％を下回ると、１年以内に現⾦化できる資産で１年以内に
支払わなければならない負債をまかなえていないということ

令和４年度は、
未払⾦や償還元⾦の
減少により流動比率
が改善しました

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

逗子市 27.83％ 44.86％ 64.85％ 118.36％

類似団体
平均値 71.54％ 67.86％ 72.92％ 81.19％



●経営指標〜汚水処理原価〜
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令和４年度は1㎥の
汚水を処理するのに
150円かかりました

※有収水量とは、上水道の使⽤水量など使⽤料の算定基準になる水量のこと

�有収水量(※)１㎥当たりの汚水処理にどれだけコストが
かかったかを表した指標

�他団体などと比較してあまりに⾼い場合には投資の効率化
などの経営改善を⾏う必要があると考えられます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

逗子市 120.29円 150.00円 144.29円 150.00円

類似団体
平均値 141.15円 136.86円 138.52円 138.67円



●経営指標〜経費回収率〜
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�使⽤料で回収すべき経費を、どの程度使⽤料でまかなえてい
るかを表した指標

� 100％を下回っている場合、汚水処理にかかる費⽤が使⽤料
以外の収⼊によりまかなわれていることを意味するため、
適正な使⽤料収⼊の確保や、汚水処理費の削減が必要と考え
られます

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

逗子市 85.11％ 72.53％ 70.05％ 78.61％

類似団体
平均値 88.05％ 91.14％ 90.69％ 90.50％

令和４年７⽉に
下水道使⽤料の改定
を⾏ったため改善が
⾒られました



おわりに

� 令和４年７⽉には、下水道事業会計の赤字解消等を図るため、下水道使⽤料
の改定を⾏いました。

� 経営の健全化を図るため、令和５年度に逗子市公共下水道事業経営戦略の改
定を⾏う予定です

� 今後とも逗子市の下水道事業にご理解・ご協⼒をお願いいたします

21

逗子海岸の東浜にある石原
慎太郎氏の作品が由来の「太陽
の季節記念碑」と、海から望む
太陽が色鮮やかに描かれた
デザインマンホールで、
JR逗子駅前にあります


